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非常に少ないことも明らかになった。2014 年 5 月に行われた「日本台湾学会」における学
会発表でもそのような現状であることがわかり、これからまだ深めていかなければならな
い研究ということがわかった。しかし論文、文献等はいまだ全て分析、理解できていない
状態であるため、これからもデータ の分析、論文・文献の講読を続ける。  
次に②であるが、①でもあげた原住民族とキリスト教の関係を調べるため台湾へ赴き、









を深く考察する必要があると考える。加えて、 12 月 25 日には桃園縣復興郷の泰雅族のあ
る原住民 D（初めてお会いする）へのインタビューが可能になり、 D にお話を聞くことが
できた。 D は 91 歳で、原住民族として唯一、陸軍幹部候補生学校に入学した方であった。




は 普 段 か ら 日 本 語 で話 し て お り 、 当 時 の日 本 語 を そ の ま ま 使用 し て い る こ と が 垣間 見 ら
れ、奥さまへのインタビュー、また二人の日本語での会話分析も可能であると思われた。
今回は初めてだったため、様子を見る程度であったが、今後も引き続きインタビューがで
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